
          
 

 

 

 

 

 

 

長野県では、「地域発 元気づくり支援金」により、地域づくりを実践される皆様の活動を  

支援しています。木曽地域振興局では、昨年度（令和３年度）この支援金を受けて実施され

た33事業のうち、着眼点や他地域への波及効果などが特に優れた優良事例３事業を選定しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県(木曽地域振興局)プレスリリース  令和4年(2022年) 10月17日 

👑知事表彰 

  事業名 | 火山防災に関する知識の普及啓発と御嶽山の魅力発信事業 

  団体名 | 御嶽山火山マイスターネットワーク 

 

👑局長表彰 

事業名 | 木曽ペインティングス 

  団体名 | 一般社団法人 木曽アーツ 

 

👑優良事例 

  事業名 | 新規就農者の地野菜生産・加工を中核にした就農支援事業 

  団体名 | 王滝村 

 

※ 木曽地域で令和３年度に実施された各優良事例及びそれ以外の事業概要等は別紙のとおりです。 

 ※ 表彰式及び事例発表会は12月20日（火）に予定しております。 

（後日、改めてプレスリリースを行います。） 

 

参考：優良事例の主な選定ポイント 

○ 地域のニーズを的確に捉え、地域の元気づくり創出効果が大きいこと 

○ 実施方法などに、他にはない創意工夫があり、モデル性が高いこと 

○ 他地域で実施した際も同様の効果が期待できるなど、高い波及効果があること 

 

なお、選定にあたっては、「地域発 元気づくり支援金」木曽地域選定会議構成員の
御意見をいただきました。 

令和３年度「地域発 元気づくり支援金」事業 優良事例を決定しました 

木曽地域振興局企画振興課  

（課長）一由 哲也（担当）大橋 健一 

電 話  0264-25-2212（直通） 

F A X  0264-23-2583 

E-mail kisochi-kikaku@pref.nagano.lg.jp 



 

優良事例
（別紙）

表彰

種別

知事

火山防災に関する知識の普

及啓発と御嶽山の魅力発信

事業

表彰

御嶽山火山マイスターネッ

トワーク

局長

木曽ペインティングス

表彰

一般社団法人木曽アーツ

優良

新規就農者の地野菜生産・

加工を中核にした就農支援

事業

事例

王滝村

（１）事業区分別の選定状況 （単位：千円）

件数 支援額

1 1 457

2 4 4,572

3 5 3,918

4 1 424

5 1 319

6 16 24,702

⑴ 11 15,142

⑵ 2 5,538

⑶ 2 2,392

⑷ 1 1,630

⑸ 0 0

7 0 0

8 5 6,948

33 41,340

（２）申請者区分別の選定状況

件数 支援額

11 14,177

6 9,825

16 17,338

33 41,340合         計

市 　 　 町　 　  村

広　  域  　連  　合

公　共　的　団　体 地域づくり団体・ＮＰＯ法人等

その他地域の元気を生み出す地域づくり アートイベント、人材育成、移住促進

合         計

申請者区分 備　　　　　考

　商業の振興 特産品振興

　その他

市町村合併に伴う地域の連携の推進

　特色ある観光地づくり 観光地域づくり、受入環境整備、観光情報発信、観光イベント

　農業の振興と農山村づくり 就農支援、遊休耕地活用

　森林づくりと林業の振興 木育、森林整備活用啓発

安全・安心な地域づくり 火山防災啓発

環境保全・景観形成 環境学習会、マイバック作成

産業振興、雇用拡大　（小計）

地域協働の推進 大学連携

保健、医療、福祉の充実 健康教室、講習会

教育、文化の振興 ブックレット作成、ワークショップ、上映会

現役のベテラン農業者から、新規・若手の就農者

向けの各種講習会を実施し、技術の伝承を図っ

た。また、農業に興味がある移住希望者を呼び込

むため、上記の講習の様子を記録、発信した。高

齢化により、地野菜の生産・加工量が減少してい

ることから、農業機械を導入し、負担の軽減・効

率化を図った。

本事業で得た機械や育った担い手が起爆剤となり、今後末

永く地域農業を守り続けることが期待できる。今後更なる

担い手を教え導いていくことを期待したい。

事業区分
選　　　　定　　　　状　　　　況

事　　業　　例

11会場で展覧会を開催し、2,247名の来場があっ

た。また、長野県立美術館でのオープニングイベ

ントでは、木祖村のパフォーマンス等を披露し、

来場者から大きな反響があった。ワークショップ

は13回開催し、灯篭づくりや地域住民を巻き込ん

だ小屋作りを行った。

芸術家が木曽に集まり、地域を題材に作品を作り上げ、

様々なところで地域住民が作品を見たり作家との交流がで

きた。特に地元小中学生が芸術家と課外授業を行うなど芸

術に触れるよい機会となった。更に、空き家を活用するこ

とにより街の景観も変わり、観光推進にも期待が高まっ

た。

事業名/実施団体 事業の概要 選定のポイント

御嶽山火山マイスターの目線から見た御嶽山の魅

力を発信するとともに、安全登山の啓発を行っ

た。また、登山者へアンケート調査を実施し、防

災知識や山小屋施設に関する情報収集を行った。

登山者への直接の呼びかけは、安全啓発の効果が大きい。

感染症拡大に対応し、計画を変更して写真展を開催したこ

とは、マイスターの自主的な活動に繋がるものである。写

真展の開催を計画的に実施することにより、御嶽山の魅力

発信やマイスター活動の周知、広報に繋げることが期待で

きる。ネットワークを通じ、アルクマを活用したPRなど、

その都度事業内容の向上を図っていた。


